
評価レベル
１　……　まったく取り組んでいない。
２　……　取り組み始めたが，まだ成果は出ていない。
３　……　取り組んでいて，ある程度成果も出ている。
４　……　かなり取り組んでいて，充分に成果も出ている。
５　……　非常に良く取り組んでいて成果も極めて大きい。

５つの基本方針 １０の行動計画 　重点とする教育活動
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・農業の持つ多面的機能を支える技術や生産活動の積極的
な導入

2 2 3 2

・総合的有害生物管理（IPM）の考えに基づく多用な防除法の
活用

2 2

・ぎふクリーン農業に積極的に取り組み、減農薬、減化学肥料
を推進

4 2

・土壌診断を基にした減肥の推進 3 2

・家畜糞尿・作物残渣等の循環利用の促進 1 5
・木材資源の有効活用の推進（間伐材、林地残材利用） 4
・食品原料残渣の排出や汚水の減少 2

・校内の自然や生きものをひとつの自然系と捉えてのアプ
ローチ

1 4 3

・環境に配慮した食品加工工場等の見学 4

・実習林や演習林における林業体験学習や林産物の生産・利
用の促進

4

・ギフチョウをはじめとする稀少生物の保護・増殖 4 4
・演習林やビオトープでの環境保全活動の推進 4
・地域の自然環境をフィールドとした環境学習の実施 3
・海外での農業研修や異文化との交流 5
・青年海外協力隊員経験者等を招いての交流・講演 5
・英語力の向上と地域を訪れる外国の方々との国際交流 4
・海外展開をしている企業との交流 5

・一般的衛生管理の完全な実施 4
・ＩＳＯ22000・ＨＡＣＣＰシステムの学習の推進 3
・学校農場での安全・安心な農林産物の生産と販売の推進 4
・小中学校に対する出前授業の推進 3
・保健所職員による衛生管理に関する講義の受講 1
・日本一になったコメなどの本校及び飛騨産農産物の地元へ
のPR活動の推進

3

・地域の婦人部の加工品作りへの生徒の参加 1
・地域の農産物を利用した加工品の開発と製造販売 3
・飛騨の伝統的手法でつくられる加工品、醸造品の学習 4
・地域の例祭等への生徒の積極的な参加 2

・ふるさと企業＆ＯＢ交流会への生徒・職員の積極的な参加 5

・県内や地域の大学等との交流の促進 3

・地元企業や農家と連携したインターンシップの実施 5

・学習成果発表会の開催と地域への活動や成果の発信 4

・地域の農林業の現場や産業現場の見学や学習の推進 4

・県研究機関の見学や連携の促進 3 3 3

・高山市県農林事務所・中部森林管理局との連携事業の強化 3 3 4

・果樹園を用いた食育活動の推進 3
・地域の小学生と草花を通じての交流 3
・地域の保育園のさつまいも畑の開設と交流 3
・特別支援学校との農業交流学習の推進 4
・園児や小学生を対象とした学校農場見学の実施 4
・荒城農業小学校での農業環境交流学習 4
・ひのう祭やスクールマートを利用した農業教育の普及 4
・グリーンライフ農園の開設と地域の方々との交流 3
・新規就農者激励会への多くの職員の参加 3
・国語の時間等を利用した農業に関する論文作成と投稿 2

・飛騨地域の行政と連携した農業教育の普及促進 4

・生徒主体の学校開放講座の実施 1
・自然エネルギーの関する学習と利用の推進 3
・地域の防災施設の見学 4

・美しい森づくり実施地の見学 4
・災害復興へ向けてのボランティア活動の推進 1
・東北の高校との連携したプロジェクト 2

④食の安全・安心教
育を徹底します。

岐阜県立飛騨高山高等学校

⑥産業界や大学等と
の連携を強化します。

⑧すべての人に対し
て、農業に関する関心
と理解が深まる活動を
行います。

⑨自然災害による被
害の軽減や自然エネ
ルギーの利用につい
ての学習を推進しま

⑦すべての児童・生徒
に対して、農業教育の
普及活動を実践しま

す。

⑤地産地消を推進す
るとともに、地域の伝
統文化の継承に努め
ます。
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⑩東日本大震災で被
災した農業高校生・生
徒を支援します。

１　持続可能な循環型社会の
実現に向けて農業教育と環境
教育を推進し、地域の先端的
なエコロジカル・アグリハイス
クールを目指します。

３　地域貢献、地域連携を推進
し、地域農業の発展に努めま
す。

４　農業教育の普及、奨励、支
援を行います。

５　東日本大震災からの農業
の復興を支援し、自然災害に
よる被害の軽減に努める人材
を育成します。

①環境保全型農業を
推進する農業教育を
実践する。（自然を意
識的に支える技術や
生産）

②自然環境保全など
の環境教育を推進し
ます。（自然や生きも
のを守る働きかけ）

③国際的な視野を備
えた農業の担い手を
育成します。２　農業に関する基本的な技

術や経営能力、倫理観をもっ
た将来のスペシャリストを育成
します。


